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洋上風力通信

北海道を代表する重要
漁獲対象種にスケトウダ
ラがいます。その漁獲量
は1990年代から減少傾向
を辿っています。スケト
ウダラは、日本周辺海域
では冬から春にかけて産
卵場に集まり、夏から秋
にかけて索餌のために分
散回遊をくりかえす回遊
性魚類です。産卵場は津
軽海峡を除く北海道周辺
沿岸から沖合一帯です。
生息水温は2～10℃（適水温は2～5℃）、産卵期は12～
4月（盛期は1～2月）と長く、産卵場所となる水深100
～400m付近の中底層で雌雄がペアとなり約1カ月の間に
複数回産卵をおこないます。産み出された受精卵は浮上
速度4～8m/hで表層まで移動します。孵化までには20日
程度（孵化適水温0～7℃）かかります。孵化した仔魚
（全長3.5～4.3mm）は遊泳能力がないため表層付近に
分布します。その後成長に伴い沖合、そして中・底層域
へと移動し、3歳（約30cm）で性成熟し、5歳（約
40cm）でほとんどの個体が成熟します。

スケトウダラの魚卵と仔稚魚

スケトウダラ資源の減少要因の1つに海水温の上昇が
あります。スケトウダラをはじめとする魚類は初期生活
（浮遊生活期）の段階で受ける環境変化によって生存率
は低下します。スケトウダラ仔稚魚は海表面の水温が
7℃を超えると死んでしまうケースが増えます。しかし
ながら日本周辺海域では毎年のように海水温の上昇が取
り沙汰されています。そんな中、再エネ海域利用法によ

る洋上風力発電への転換があります。洋上風力発電のメ
リットの1つに二酸化炭素排出を抑制した地球温暖化対
策があります。洋上風力発電施設は海底に直接基礎を築
く着床式と、海上に浮かべた浮体に設置する浮体式の2
つの形式があります。設置実績の多い着床式は、海底基
質の喪失や掘削工事による騒音の発生が懸念されていま
すが、浮体式はそれらの影響が軽減できると期待されて
います。今後は景観を踏まえより沖合に、スケトウダラ
産卵水深帯への浮体式洋上風力発電設備の設置が増えて
くるかもしれません。その際に我々はスケトウダラ資源
に着目したアセスメント調査やモニタリング調査を検討
しなければならないでしょう。

弊社では、一般的な環境調査のほかに魚卵仔稚魚の同
定、孵化試験による魚種判定等の生物分析、この他、洋
上風力通信Vol.8でもご紹介しました胃内容物分析といっ
た食性に関する分析の実績もございます。環境調査や生
物分析等でお困りのことがございましたら、お気軽にご
相談ください。
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スケトウダラと浮体式洋上風力発電設備について
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北海道におけるスケトウダラの漁場
（参考：研究している北のさかなたち）
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